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2-1　目的と概要

本ハンドブックは、2010 年に発行された

「デジタルカルチュラルヘリテージ 構築のためのガイドライン 評価版」を改定したものです。

本書は文化資源のデジタル化がより有意義なものとなるように以下のような目的をもって編集されました。

（１）デジタルデータに関する情報を体系的に取得することで、より信用度の高いデータの生成と蓄積　

　 　に貢献すること。

（２）文化資源のデジタル化に関するフローや方法論を示すことで、これらのその過程がより一貫したも

　　 のになること。

（３）全体の方法論の確立、必要とされる人材の明確化、権利処理などの明確化、精度の高い情報の生成、

　　　情報資産が将来へ継承されることで、文化資源のデジタル化の有用性と意義を社会的に広める　

　 　こと。

上記のような目的を持つ本書は次のようなプロジェクトを特に対象として編集されています。

（１）デジタル化全般を含めるが、図像や立体資料など、より情報量が多い対象をデジタル化する。

（２）（１）の対象に対して高精細、高精度なデジタル化を行う。

（３）複数回のデジタル化が難しい資料から、限られた機会で、長期にわたって活用することが可能で、

　　 多様な学術研究目的に活用できるデータを取得する。

本書は主に次のような方々を対象として編集されました。

　　　 （１）上記のような図像資料や立体資料の高精細なデジタル化プロジェクトのマネージメント及び実　

　　　　　　際のデジタル化に従事される方。

　　　 （２）生成されたデータの受入、保存、利用などの情報管理を含む Digital Curation などに従事する方。

　　　 （３）基礎的なデジタル技術や情報管理の知識をお持ちの方。

本書は以下のような点を基本方針として編集されています。

　　　 （１）様々な文化資源をデジタル化して公開する際にフローを示す。

　　　 （２）デジタル化に関して活用することのできる様々な規格を集約して紹介する。

　　　 （３）既存のメタデータになるべく対応する形で、デジタル化やデジタルデータに関する

　　　　　　記録項目を解説する。

・「簡易版」である本書の内容をより詳しく説明した「詳細版」があります。より詳しい情報を参照する場合は

　こちらも参考としてください。

・ 本書の構成としては、セクション 3 において全体のワークフェーズを示した上で、続くセクション 4 で、　各

　デジタル化と関係する標準規格と、各フェーズで記録すべき情報項目を示します。それぞれの情報を記録し、

　明示することによって、研究及び公開などにおいて利活用できる信用のあるデータの保存と継承をその目的と

　します。

・ 本書は東京大学大学院情報学環と凸版印刷株式会社との共同研究プロジェクトにおいて作成されました。また、

　本書の作成に際しては、多くの方々より貴重な助言を頂きました。心より御礼を申し上げます。協力を頂いた

　方々のお名前は本書の公式サイトにて掲載しております。
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 2-2　文化資源のデジタル化に関する主なガイドライン

文化資源の電子化に関しては以下のようなガイドラインがあります。本ハンドブックはこれらを参考としながら、

主に文化資源のデジタル化のフローと記録内容などについて解説をしています。

表１：主なガイドライン・規格・参考書

国立国会図書館資料

デジタル化の手引き

国立国会図書館資料

デジタル化の手引き  2011年版

アート・アーカイブガイドブックβ版

日本の国立国会図書館が主にマイクロフィルムのデジタル
化を主眼として作成された手引き。2005 年公刊。

国会図書館が策定したデジタル化の手引き。2005年版と
比較して、現物資料のデジタル化など、より広い範囲の
デジタル化についての解説を行っている。

公益財団法人東京都歴史文化財団　東京文化発信プロジェ
クト室が発行している、アート・アーカイブ構築に関する
ガイドブック。

http://www.ndl.go.jp/jp/
aboutus/digitalguide.html

http://www.ndl.go.jp/jp/
aboutus/digitalguide.html

http://www.art-society.com/
parchive/new/guidebook_
beta.html

全国の公文書館等におけるデジタル
アーカイブ・システムの標準仕様書

http://www.archives.go.jp/
law/pdf/da_100118.pdf

日本の国立公文書館が作成した、文書館で公文書を中心と
したデジタルアーカイブを構築するための手引き。2009
年公刊。

Digitizing Cultural Resources:
A Practical Guide for Public 
Libraries

http://www.public-libraries.net/
html/x_media/pdf/digitizing_
cultural_resources.pdf

米国にある図書館の情報化に関して研究・情報共有を目的
とする団体 Public Library International Network など
を中心として作成された、図書館における文化資源の電子
化について解説したガイド。

MINERVA Technical Guidelines for 
Digital Cultural Content Creation 
Programes: Version 2.0 

http://www.minervaeurope.
org/interoperability/
technicalguidelines.htm

ヨーロッパにおいて文化資源のデジタル化を行うプロジェ
クトである「MINERVA PROJECT」が発行したガイド
ライン。

A　Framework of Guidance 
for Building Good Digital 
Collections

http://framework.niso.org/N I S O （ N a t i o n a l  I n f o r m a t i o n  S t a n d a r d s 
Organization）によるデジタルコレクション構築のため
のガイドラインに関するフレームワーク。

ICA  Principles and Functional 
Requirement for the Records in 
Electronic Office Environment

http://www.ica.org/3675/
strategic-objective-2/

ICA(International Council on Archives) による電子環
境下の記録管理の在り方を示したガイドライン。

The NINCH Guide to Good 
Practice 
in the Digital Representation and 
Management 
of Cultural Heritage Materials

http://www.nyu.edu/its/
humanities//ninchguide/

グラスゴー大学の HATII (the Humanities Advanced 
Technology and Information Institute) と NINCH 
(the National Initiative for a Networked Cultural 
Heritage) が進める文化資源のデジタル化に関するガイド
ライン。各所で実践されている「優れた取り組み」をまと
め、後発の取り組みをより合理的で有意義なものにするた
めの基準を提示している。

Guidelines by Federal Agencies 
Digitization Guidelines Initiative

http://www.
digitizationguidelines.gov/

http://www.rekihaku.ac.jp

米国議会図書館、米国国立アーカイブズ、ナショナルギャ
ラリー、スミソニアン協会等、アメリカの博物館、図書館、
文書館といった文化資源に関わる機関によって構成される
Federal Agencies Digitization Guidelines Initiative
が策定した「デジタルイメージングのフレームワーク」、「デ
ジタル化作業のプロジェクト計画とマネジメント概要」等、
実践的なガイドラインを提案。

転写資料記述のための概念モデル –
アナログ資料とデジタル資料の連続
した管理と利用のために−

国立歴史民俗博物館共同研究「デジタル化された博物館資
料に関する情報記述法の研究」が作成した、アナログ資料
とデジタル資料の連続した情報管理を目標とした情報記述
モデル。

Digital Curation:
 A How-to-do-it Manual 

Neal Schuman PubRoss Harvey によるデジタルデータの受け入れ、管理、
利用などの所謂「Digital Curation」について解説した
書籍。必ずしも文化資源を扱っている訳ではないが、デ
ジタルデータ全体の管理について解説している。本ハンド
ブックもデジタルデータの管理扱いについては「Digital 
Curation」と言われる領域と重なる。

InterPARES2　BOOK（シリーズ） http://www.interpares.
org/ip2/book.cfm

カナダのブリティッシュコロンビア大学で行われた Inter
PARES2 プロジェクトの中で発行されたブックシリーズ。
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 2-3　用語集

□ エレメントセット element set
ある標準として整理されたメタデータの記述項目のひとまとまり。項目群。このエレメント

セットを使ってメタデータを記述することによって、その標準が機能する。

□ 情報項目 element item
このハンドブックにおいて、プロファイルすることを求める情報のタイプを項目に整理した

もの。この項目を「枠」として、プロファイル情報を埋めていくことで、デジタルデータソー

スを記述する（ドキュメンテーションする）のに十分な情報内容を備えることができる。

□ ソース source
ドキュメンテーションの対象となるもの、つまりドキュメンテーションされる情報の取得元。

情報のソースとなる対象の物や事項のこと。

□ ドキュメンテーション documentation
物に関する情報や事柄・活動に関する情報、各種のプロファイルをテキストに表し、記述す

ること、またはその記録。これによって、その情報が顕在化し、取得や保存、管理、活用等

が可能になる。

□ ドキュメント document
ドキュメンテーションを行うことによってドキュメント（文書）になった記録。

□ 複写・複製資料 duplication/reproduction
オリジナルの資料（文化資源）からとられたコピー、オリジナルの資料を写した写真、オリ

ジナルの資料から作られた模型など、「オリジナル」としての価値を持つ資料（一次資料）

から作成された代替物。

□ プロファイル（プロファイリング） profile (profiling)
ドキュメンテーションの対象となるものの性格、性質など、そのものが備えている属性情報。

そのような属性情報を収集して対象の特質を描き出し、識別可能にすることをプロファイリ

ングという。

□ メタデータ metadata
ドキュメンテーションの対象の属性情報（対象のデータ）を記述的に表したデータ。対象の

データの内容情報と定義情報を併せ持つ、「対象のデータのデータ」で、このハンドブック

では特にコンピュータで自動的に解釈可能になった形式のものをいう。

□ 目録記述 cataloguing description
目録化のために統一性、一貫性、規則性を保って情報を記述すること。またそのようにして

記述されたデータの集合。

□ 目録形式 cataloguing format
目録化のための記述スタイル、記述フォーマット、記述方法などを定め、それらの定義を相

互性等を考慮して組織化したもの。

□ レコード record
ある定められた情報管理の体系において、ひとつ（1 件）と認識される情報の単位。

このハンドブックで使用する用語について説明します。（50 音順）
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3 全体概要とメタデータの設計 
Outline and Architecture of Metadata
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3-1　本ハンドブックの概要

・ 本ハンドブックにおいては、様々な文化資源のデジタル化に際して、その「（Ⅰ）フロー」モデ

　ルを示し、それに基づいて「（Ⅱ）デジタル化に関する情報」、「（Ⅲ）デジタルデータに関する 

　情報」について記録すべき項目を提案しています。文化資源の電子化においては「Ⅳ」の資料

　内容情報の目録形式などについては、研究や調査がなされていますが、（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）につい

　てはあまり留意されることがありません。

・ しかし、デジタル化作業のモデル化やデジタルデータを複数人で共有するためには、構築のフ

　ローのモデル化と、デジタル化に関して残すべき情報項目などをある程度決め、記録を残し

　ていく必要があります。本ハンドブックでは、研究利用を目的とした、資料の高精細なデジ

　タル化の「（Ⅰ）フロー」モデルを示し、それに基づいた「（Ⅱ）デジタル化に関する情報」、「（Ⅲ）

　デジタルデータに関する情報」の推奨項目を示すことを目的としています。

・ 本ハンドブックは以上のような目的から次の三点を柱に解説を行います。

　（１）文化資源デジタル化のフロー

　（２）各フローで用いる汎用的な技術

　（３）各フローで記録するデジタル化とデジタルデータに関する情報項目

デ
ジ
タ
ル
化

現 物 資 料 （Ⅳ）資料内容情報

（Ⅲ）デジタルデータに関する情報

（Ⅱ）デジタル化に関する情報（Ⅰ）デジタル化のフロー

デジタルデータ
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3-2　デジタルデータに関する記録項目

デジタルデータの保存・管理やドキュメンテーションに関する規格としては、参照モデルとして

OAIS（Reference Model for an Open Archival Information System）が策定され、それら

を基本に METS（Metadata Encoding & Transmission Standard）というスキーマが作成さ

れました。また同様に、全体モデルとスキーマを提案した規格として PREMIS（Preservation 

Metadata: Implementation Strategies) が提案されています。これはよりデジタルデータの構築

過程にあわせて全体のモデルとスキーマが提案されています。

２つの規格の中で、METS はデジタルデータの扱いを中心として、より包括的に情報の内容、デジ

タルデータに関する関連情報など、複数のメタデータを複合的に組み合わせるフレームと、スキーマ

を用意しています。一方の PREMIS は、デジタル化に関する「イベント」などに関する情報なども

記述できるとともに、デジタルデータに関するより細かい情報を記述するスキーマを提案しています。

両者は METS の中に PREMIS を取り入れるという形で、組み合わせて用いることも可能です。

名 称

（１）OAIS
（Open Archival 
Information System）
参照モデル

（２）METS 
(Metadata Encoding 
& Transmission 
Standard)

（３）PREMIS 
(Preservation Metadata: 
Implementation 
Strategies)

データの長期保存を目的として設計された参照モデ
ル。Blue Book, Issue 1 が ISO 14721:2002 と
して承認された。電子資料の保存管理用に策定された
メタデータスキーマ METS(Metadata Encoding & 
Transmission Standard) は OAIS を基本モデルとし
て策定された。

http://ssdoo.gsfc.nasa.gov/
nost/isoas/ref_model.html

http://www.loc.gov/standards/
mets/

http://www.loc.gov/standards/
premis/

http://www.jla.or.jp/publish/
PREMIS.pdf

米国議会図書館などが策定した、OAIS 参照モデルに基
づいて策定されたメタデータスキーマ。電子資料の保
存管理だけではなく、アクセスや利用などに関する情
報も含む。XML で記述するタグも用意されている他、
METS の中で PREMIS を枠組みを扱うことも可能に
なっている。

OCLC(Online Computer Library Center) と
RLG(Research Libraries Group) が共同で策定した。
主に電子資料の保存管理情報を記録するために使用され
ており、基本データモデルとスキーマが策定されている。

デジタルデータの保存・管理のための参照モデルと記録用メタデータスキーマ ( 表２）

概 要 U R L
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3-3　各モデル・規格の主要構造

前頁にあげた各モデル・規格の主要構造を紹介します。詳しくは、前頁に掲載したサイトなどを参照してください。

（1）OAIS 参照モデル：データの受け入れから利用までを示した参照モデルとなっています。（図２）

（2）METS の全体構造：OAIS のモデルを実現するためのデジタルデータの管理情報を統括する構造となっています。（図３）

（3）PREMIS の全体構造：「イベント」など４つの要素と、情報内容を示す「知的エンティティ」 を結びつける構造となっています。（図４）

生産者 消費者

保存計画

データ管理

保管

運用統括

受入
記述情報 記述情報

アクセス

mets

techMD
( 技術情報）

rightsMD
( 権利情報）

digiprovMD
（保存に関する

情報）

sourceMD
（オリジナル

オブジェクト情報）

知的エンティティ

metsHdr
（全体管理情報）

dmdSec
（資料内容）

amdSec
（管理情報）

fi lesec
（ファイル情報）

structMap
（ファイル構成）

structLink
（他のとのリンク）

behaviorSec
（プログラムとの

連携）

権  利

イベント

エージェントオブジェクト
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3-4　本ハンドブックにおけるプロファイル情報全体の枠組み

・本ハンドブックでは、前頁で紹介したモデルなどを踏まえて、文化資源のデジタル化やデジタル

　 データに関する情報（プロファイル）全体の構造を決めています。

・本書では、 デジタル化に関する情報やその過程、データの評価に関する情報など詳細な情報を含

　むため、前述した METS や PREMISの項目と全てが一致する訳ではありません。しかし、本ハ

　ンドブックで想定するデジタルデータも、各フェーズでのデータ作成後、保存と継承を行うこと

　を前提としているため、大枠において対応できるように設計しています。

・本ハンドブックで想定する文化資源のデジタル化に関する情報項目（プロファイル）は、「①作業

　事項」「②関係・担当者」「③デジタルデータ」「④権利」の４要素によって構成されています。

・「①作業事項」はデジタル化や保存、公開などの作業事項をさします。次に「②関係・担当者」は、

　作業を行う担当者や権利所有者などの関係・担当者を表します。そして「③デジタルデータ」は

　作成されたデータを指します。最後の「④権利」はデータに関する様々な権利を示します。

・本ハンドブックのデジタルデータに関する情報項目（プロファイル）は、主に上記４つの要素と

　資料内容が相互に連関します。

資料内容・・・資料の内容や作者、成立年代に関する情報を格納します。

①作業事項・・・・文化資源のデジタル化に関する作業内容を示します。

②関係者・担当者・・デジタル化担当者、権利者、管理者など。

③デジタルデータ・・・資料をデジタル化したデータやデータに関する仕様

		  　　情報、それらを保存する環境などを示します。

④権利・・・・・主にデジタルデータ（デジタル化されたデータ）に関する
　　　　　　　　権利を示します。

本ハンドブックにおけるプロファイルの構造  （図５）

資料内容

②関係・担当者

④権利

①作業事項

③デジタルデータ
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3-5　基本モデルの４つの要素とその他の情報との連携 

・本ガイドラインで示す各プロファイル項目と、それをあわせたメタデータは、PREMIS や METS の各

　カテゴリーと下図のように対応します。

・特に親和性の高いPREMISとの対応を本ハンドブックの詳細版・セクション5において記載しています。

・項目によっては各カテゴリーの「その他」や「ローカルスキーマ」を適応する情報ですが、全体として

　は以下のようなカテゴリーと対応します。

・PREMIS を記述する場合は、このほかにも必須の情報項目があるのでそれらの情報記述などをともに

　情報記述を行う必要があります。（詳細はセクション 3-6 を参照して下さい）

基本モデルと PREMIS、METS との対応  （図６）

資料内容 知的エンティティ dmd Sec

イベント

主要部分が対応

主要部分が対応

主要部分が対応

主要部分が対応

主要部分が対応

主要部分が対応

主要部分が対応

エージェント MetsHdr/agent

オブジェクト amdSec/techMD＋

権　利 amdSec/rightsMD

本ハンドブックの基本モデル METSPREMIS

②関係・担当者

④権利

①作業事項

③デジタルデータ
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3-6　デジタル化の作業フローと記録情報項目（プロファイル）

・本ハンドブックでは、各フェーズにおいて作成されるデータを個別に管理していくことを想定しています。

・実際のデータ保存環境が統合された環境でも、フェーズごとに別れていても対応できるようになっています。

・データ入力から、カラーマネージメント、評価、マスタリング、公開・配布用データ作成と、変化していっても、　

　継承関係がとれるようにすることが推奨されます。

本ハンドブックにおけるプロファイル情報全体の枠組み（図 7)

重複担当者有

関係・担当者 関係・担当者 関係・担当者

デジタル化 継承

権 利

ボーン

デジタル

コンテンツ

データ管理 データ管理
②
関
係
・
担
当
者

①
作
業
事
項

③
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

プ
ロ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
項
目

④
権
利

デジタル化の対象とす

る資料の内容及び形態

の調査

デジタル化の範囲、

目的、計画などの立案

文化資源の

デジタル化

カラー

マネージメント

デジタル化後

RAW データ

カラーマネージ

メント済データ

権 利

作業事項

デジタルデータ

関係・担当者

権 利

作業事項

デジタルデータ

関係・担当者

A-01: 資料内容調査 A-02: デジタル化の計画 B: デジタル化
C: カラー

　 マネージメント
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全体のデータ管理環境

・これらのデジタルデータは全て保存されることが想定されるため、各デジタルデータがどの

　ような環境で保存されるかについて、記述を行います。

・但し、デジタルデータは前のデータの情報を継承しますので、記録項目は何度も作成するの

　ではなく、プロファイル情報を継承していくことが必要です。

・文化資源のデジタル化とデジタルデータに関

　するプロファイリングとメタデータ化は複数

　回にわたって繰り返されます。

・またデータが利用・公開に供された後はその

　成果物が再びデジタル化の対象となる、循環 

　型のサイクルをとります。

関係・担当者 関係・担当者

継承 継承

権 利

権 利

データ管理 データ管理

関係・担当者 関係・担当者 関係・担当者

デジタルデータの

評価

マスターデータ

の作成と管理

公開用

デジタルデータの

加工・編集と公開

プロファイル

データ

のメタデータ化

マスター

データ

（保存用）

公開・

配布用

データ

権 利

作業事項

デジタルデータ

関係・担当者

作業事項

デジタルデータ

関係・担当者

権 利

作業事項

デジタルデータ

関係・担当者

E:マスタリングと　  

　  保存・管理 

F: 公開・配布

　 加工 

G: メタデータ

　 最終構成
H: 学術研究利用

I: 一般利用 

（教育・普及）
D: 評価

連 携
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3-7　本ハンドブックにおけるプロファイル構成の概要

・本ハンドブックでは、主にデジタルデータ作成に関する記録やデジタルデータの仕様に関する情報記録を行

　うことを主眼とします。そのため、下の表においては、表３の「1：資料内容」ではなく下部の表４の「 2：デジタ

　ルデータ」に関するプロファイル記述を重点に置いています。

・本書では文化資源のデジタル化のフローにあわせて、「 2：デジタルデータ」に関するプロファイルの項目な

　どについて提示しています。

・また、デジタルカメラなどで標準的に使用されている、デジタル画像の仕様情報を記述するメタデータ規格

　とも対応させています。そのことによって、本ハンドブックで示す項目の入力にあたっては、デジタルカメラ

　で自動的に取得できる情報を活用することができるとともに、出力にあたっても国際標準的な記述形式に対

　応して出力することを目指しています。

1 資料内容に関する情報（表３）

2: デジタルデータに関する情報（本ハンドブックでの中心的な解説事項）（表 4）

系 統

系 統

B: デジタル化のプロファイル情報

D: 評価のプロファイル情報

C: カラーマネージメントに関する
　 プロファイル情報

E: データ管理のプロファイル情報

F: 公開・配布についての
　 プロファイル情報

デジタル化とデジタルデータに関する情報 4 － B

デジタルデータの評価に関する情報

保存データのカラーマネージメントの
概要とその結果に関する情報

デジタルデータの保存に関する情報

デジタルデータのコンテンツ化、
パブリッシングに関する情報

4 － C

4 － D

4 － E

4 － F

A: 資料内容のプロ
　 ファイル情報

デジタル化した資源
の内容に関する情報

EAD/ISAD(G)、
CIDOC IGMOI、
Dublin Core 他

4 － A

概 要

概 要

関連規格 本書での解説セクション

本書での解説セクション
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4 各フェーズの概要

4-A 資料内容の調査とデジタル化の計画

Researching and Planning
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4-A-01　資料内容調査 ＞ プロセス、資料の環境整備

01：資料の物理的な管理整理・保存環境の整備 記録化

記録化

記録化

記録化

02：資料の内容調査

03：プロファイル情報のドキュメンテーション

04：デジタル化計画

参
考
サ
イ
ト

A-01：資料の物理的な管理整理・保存環境の整備

・デジタル化の前段階として、デジタル化の対象になる資料の整理や調査をおこないます。

・適正なデジタル化プロジェクトを進めるために、デジタル化の対象となる資料の把握とその把握に基づいた計画をします。

・資料のデジタル化を前に、対象資料の物理的な管理状況の整理と長期的な保存を見込んだ環境整備を計画し、

　デジタル化の過程に先んじてあるいは並行して、計画を進めていきます。

Collections Link　: 資料の取り扱いに関する実践的なアドバイスが得られる 
http://www.collectionslink.org.uk/
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4-A-02,03　資料の内容調査 ＞ 調査、ドキュメンテーション

A-02：資料の内容調査

A-03：標準化に対応したドキュメンテーション

（例）資料の複写・複製の情報に関するドキュメンテーション項目  （表５）

資料の内容と形態

資料の複写・複製の内容と形態

統一的なドキュメンテーション

使用推奨： 
標準、標準規格

（A-05）

ID

A-a-01

A-a-02

A-a-03

A-a-04

項目名

複写・複製者

複写・複製年月日

タイプ

・・・・・

内  容

複写・複製をつくった人や団体

複写・複製の作成年月日

複写・複製のタイプ

型  式

yyyy-mm-dd

マイクロフィルム／ 35mm フィルム／立体模型／・・・

・資料の内容調査を行い、「資料タイトル」、「作者」、「成立年代」など、資料の特性を識別するための

　情報を抽出・記録します。

・資料の形態に関する情報も調査し、記録します。

　デジタル化の対象が複写・複製資料（二次資料）の場合は、複写を行った時期、担当者、複写の概要に

　関する情報も調査し、記録します。

・対象資料のプロファイル情報の記述に際しては、標準的な目録形式やメタデータのエレメントセット

　（項目群）に対応した記述が推奨されます。

　（既存の標準については、セクション 4-A-05 およびセクション5の参考論文などを参照のこと）
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4-A-04　デジタル化計画

A-04：デジタル化の計画

文化庁 : 誰でもできる著作権契約マニュアル

http://www.bunka.go.jp/chosakuken/keiyaku_manual/

・資料内容を把握した上で、デジタル化計画に必要な下記の事項を検討・決定し、文書として記録に残します。

デジタル化の目的

予算

スケジュール（作業事項）

デジタル化の範囲（デジタルデータ）

人員（関係・担当者）

権利の情報の確認（権利）

B から G までのプロファイルの項目群の計画

・計画では、デジタルデータの活用範囲と最初の形態を決定し、そこに盛り込む対象資料の範囲を決定します。

・デジタルデータで管理されるデータ量の想定は、原資料のタイプによって推奨のデータタイプとデータサイズ

　が定まるため、扱うデータのタイプとレコード数によって算定できます。

・原則として、このハンドブックでは、デジタルデータの活用目的によってデータの作成方法を変えることは推

　奨していません。文化資源のデジタルデータが、それ自体の価値を保持できる水準を満たして作成され、そのよ

　うなデータによってデジタルヘリテージが構成されることをハンドブックの基本水準に設定しています。

・資料の管理、公開、研究、修複など、１回のデジタル化で、様々な用途に使用できるように考慮しながら、目的・

　計画設定を行います。

・デジタルデータを作成するには、デジタル化の対象の文化資源について、自分が「それをデジタル化し、

その複製されたデータを保管する権利を有しているか」の確認が必要です。

著作権については、データ化する対象の資料が著作権の保護対象であるかどうかを確認します。

データ化の方法によって、デジタル化のプロジェクト主体者以外（画像の撮影を請け負う者 [ 個人・業者 ] 等）

に著作権が生じる可能性があるケースかどうか確認します。

資料の所有権がプロジェクト主体者にない場合、所有権者の財産権を侵害しないか確認します。

上記のいずれも、場合によって適切な権利処理が必要です。

権利契約の際は、利用の範囲を特定し、それに見合った契約をすることが望まれます。ただし、資源の有効な

利用のために、利用の範囲を限定しない包括的な契約を結べることがより望ましいと考えられます。

参
考
サ
イ
ト
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4-A-05　資源に関するドキュメンテーションのための規格    

A-05-01：資源に関するドキュメンテーションのための規格 １

１：ドキュメンテーションを行う際の資料認識の方法や構造化のモデル、記述原則を提示した規格（表６）

・さまざまな文化資源の資料自身のプロファイル情報を記述する規格には以下のような種類のものがあります。

・各標準は、文化資源のタイプに合わせて作られている面と標準としての機能に合わせて作られている面を持っています。

・ここでは機能別の分類で解説します。

類似する規格（全体構造や記述原則を提示した規格：第一の目的や重点項目はそれぞれ異なる）

・CHIN Data Dictionaries (Humanities, Natural Sciences, and Archaeological Sites) 

・ISBD (International Standard Bibliographic Description)

・Anglo-American Cataloguing Rules, Second Edition (AACRII)  

・Capitalization of Data in the PARIS System 

・Cataloguing Cultural Objects (CCO) A Guide to Describing Cultural Works and Their Images 

・DACS (Describing Archives: A Content Standard)

・Rules for Archival Description (RAD) 

名  称

ISAD（G） （General 
International Standard 
Archival Description）

http://www.ica.org/

http://cidoc.ics.forth.gr/

http://webarchives.tnm.jp/
docs/informatics/smmoi/

http://www.ifla.org/
publications/functional-
requirements-for-bibliographic-
records

http://cidoc.ics.forth.gr/frbr_
drafts.html

国際的な文書館評議会である ICA が制定した国
際標準記録史料記述一般原則。これを実際的に
記述するスキーマとして EAD などがある。

ICOM の CIDOC が博物館情報をオブジェクト
指向の概念で記述するための概念参照モデル。
RDF などの言語を用いて記述することが想定さ
れている。

東京国立博物館が中心となり策定した、博物館
における目録・メタデータなどを作成する際の
情報構造化モデル。推奨する記述法なども定め
ており、表７のカテゴリーの役割を果たす面も
ある。

書誌を作成する際に、対象とする資料を Work、
Expression、Manifestation などに分けて認
識し、それらの概要に応じて情報を記述してい
くためのモデル。

 国際図書館連盟（IFLA）と国際博物館会議
（ICOM）の国際ドキュメンテーション委員会
（CIDOC）が協同で開発している、オブジェク
ト指向（object-oriented）版の、FRBR モデル。

CIDOC CRM 
（Conceptual 
Reference Model）

東京国立博物館　ミュー
ジアム資料情報構造化モ
デル

FRBR（Functional 
Requirements 
for Bibliographic 
Records）

FRBRoo

概  要 URL
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4-A-05　資源に関するドキュメンテーションのための規格

2：全体構造及び具体的なスキーマを提示した規格
　　 記述によって資料を識別することを目的にエレメントセットを用意した標準（表７）

名  称 概  要 URL

EAD （Encoded 
Archival Description）

CDWA (Categories 
for the Description of 
Works of Art)

VRACORE

Object ID

CIDOC IGMOI 
（International 
Guideline for Museum 
Object Information: 
the CIDOC Information 
Categories）

CIDOC MICMO (Proposed 
Guideline for an 
International Standards: 
Minimum Information 
Categories for Museum 
Objects）

Darwin Core 

MARC21

MODS

類似の役割をもつ規格（第一の目的や重点項目はそれぞれ異なる）

・CIDOC International Core Data Standard for Ethnology/Ethnography

・MIDAS Heritage: The UK Historic Environment Data Standard

・RLG REACH Element Set

・RSLP Standard for Collection-level description 

http://www.loc.gov/ead/

http://www.getty.edu/
research/conducting_
research/standards/cdwa/

http://www.vraweb.org/
projects/vracore4/

http://icom.museum/
objectid/

http://cidoc.mediahost.
org/
guidelines1985.pdf

http://cidoc.mediahost.org

http://gbif.ddbj.nig.ac.jp/gbif_
search/darwincore.html

http://www.loc.gov/
standards/marcxml/

http://www.loc.gov/
standards/mods/

カルフォルニア大学バークレー校が SGML/XML を
用いて記述することを前提に策定したメタデータス
キーマ。ISAD（G）の概念との対応表も作成されて
いる。

米国の Getty 財団が策定した美術品などを記述する
目録・メタデータスキーマ。

Visual Resource Association などが策定した、画
像資料などを対象とした目録・メタデータスキーマ。
CDWA と CCO と主に連携している。

米国の Getty 財団が策定した、文化財の盗難や不正
な取引に対処するために開発されたデータスキーマ。

ICOM の CIDOC が MICMO（Proposed Guideline 
for an International Standards: Minimum 
Information Categories for Museum Objects）
を基本に策定した博物館情報記述のための目録・メタ
データスキーマ。22の情報グループと74の情報カテ
ゴリーから構成されている。全体構造を示すという意
味において表６の役割を果たす面もある。

ICOM の CIDOC が策定した 16 項目によって構成し
た目録・メタデータ用スキーマ。全体構造を示すとい
う意味において表６の役割を果たす面もある。

Darwin Core は、生物の標本や、観察データのデー
タ交換形式で、XML ドキュメントで共用することが
可能な規格。DiGIRプロトコルで共用され、48の要
素で構成される。

USMARC と CANMARC を統合したもので、北米に
おける書誌データスキーマの標準規格。MODS では
MARC21 とのデータ交換が想定されている。

米国議会図書館が策定した、MARC21 などと対応し
ながらよりシンプルなエレメントによって構成された
電子情報資源記述のための XML スキーマ。
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4-A-05　資源に関するドキュメンテーションのための規格 

3：データ交換のための規格
　　 プロトコルや情報の共有化をはかるスキーマ等（表８）

4：プロセスのための規格
　　  ドキュメンテーションの工程に関する規格（表９）

名  称

名  称

概  要

概  要

類似の役割をもつ規格（第一の目的や重点項目はそれぞれ異なる）

・CIDOC CRM（Conceptual Reference Model）

・Dublin Core データ交換のためのプロトコル

・Open Archives Initiative (OAI)

・Z39.50 (ANSI Z39.50) 

URL

URL

CIMI : Standards 
Framework for the 
Computer Interchange 
of Museum 
Information

SPECTRUM

http://www.cni.org/pub/
CIMI/framework.html

http://www.
collectionstrust.org.uk/
stand

博物館などの文化資源保存機関によって構成され
るコンソーシアム CIMI（Computer Interchange 
of Museum Information）が策定した、博物館・
美術館などにおいて Z39.50 を使用した情報交換
に対応するメタデータ規格。

英国・コレクションズトラストで作成、運用してい
るコレクションマネジメント標準。コレクションド
キュメンテーションの要件や手順をコレクションマ
ネジメントの工程にあわせて導く。
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4-A-05　資源に関するドキュメンテーションのための規格 

A-05-02：資源に関するドキュメンテーションのための規格 2

資料情報の記述で使用する用語は、以下のようなシソーラスに示される統制された語彙を用いることが推奨されます。

主なシソーラス及び語彙集（ 表１０）

名  称概  要

ゲティ財団による芸術及び
建築に関するシソーラス

大英博物館の資料シソーラス

米国地質調査所の地名情報
システム

ゲティ財団による地名シ
ソーラス

米国議会図書館による図書
標目集

MDA の考古学用語シソー
ラス

米国議会図書館による画像
資料用シソーラス

ICOM による衣装情報シ
ソーラス

身装画像概念コード表

JIS X 0901:1991

SO 2788:1986

Art & Architecture Thesaurus (AAT)
The AAT is a thesaurus in compliance with ISO and NISO standards 
including ISO 2788 and ANSI/NISO Z39.19.
URL：http://www.getty.edu/research/conducting_research/
vocabularies/aat/

British Museum Materials Thesaurus
The thesaurus architecture is based on ISO 2788.
URL：http://www.mda.org.uk/bmmat/matintro.htm

Geographic Names Information System.　
URL：http://geonames.usgs.gov/

Getty Thesaurus of Geographic Names  (TGN)
They are compliant with ISO and NISO standards for　thesaurus 
construction. 
URL：http://www.getty.edu/research/conducting_research/
vocabularies/tgn/

Library of Congress Subject Headings. 21st edition
URL：http://www.loc.gov/cds/lcsh.html

MDA Archaeological Objects Thesaurus
The thesaurus was constructed using the three basic relationships 
set out in ISO 2788
URL：http://www.mda.org.uk/archobj/archcon.htm

Thesaurus for Graphic Materials I, Subject Terms (TGM 1)
ISO 5127-3, 1988. URL：http://www.loc.gov/rr/print/tgm1/

Vocabulary of Basic Terms for Cataloguing Costume
URL：http://www.mda.org.uk/costume/vbt00e.htm

身装文化と関連する「モノとコトガラ」についての用語をツリー上に体系化し
た分類体系。「身装文化画像データベースシステム」に活用されている。
http://htq.minpaku.ac.jp/databases/mcd/

シソーラスの構成及びその作成方法
JIS X 0901:1991　ISO 2788:1986 (MOD) と対応する。

Documentation -- Guidelines for the establishment and development 
of monolingual thesauri
URL:http://www.iso.org/iso/catalogue_detail.htm?csnumber=7776
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4-A-05　資源に関するドキュメンテーションのための規格 

A-05-03：資源に関するドキュメンテーションのための規格 3

主な典拠情報（表11）

典拠情報のための規格

人名及び組織名に関する典拠情報構築に関する規格

名  称 概  要 URL

Library of Congress 
Catalogs, Name and 
Subject Authority Files

MADS(Metadata 
Authority Description 
Schema)

ISAAR(CPF)

EAC-CPF

Union List of Artist 
Names (ULAN)

http://authorities.loc.gov

http://www.loc.gov/
standards/mads/

http://www.ica.org/en/
node/38475

http://eac.staatsbibliothek-
berlin.de/

http://www.getty.edu/
research/conducting_
research/vocabularies/
ulan/

米国議会図書館の典拠情報。

米国議会図書館が設計した、具体的なＸＭＬス
キーマも含めた人名典拠情報形式。ＭＡＲＣに
よる典拠情報と対応しつつも、より簡便に構造
化した典拠情報を構築できるように設計がされ
ている。

ICA(InternationalCouncil on Archives) が提
案した人名及び組織情報に関する基本構造を示
したモデル。具体的名スキーマまでは示してい
ない。

ISAAR(CPF) に基づいて、具体的なＸＭＬス
キーマまで含めて提案した人名及び組織典拠情
報を記述するスキーマ。

ゲティ財団の芸術家の人名に関する典拠情報及
びシソーラス。
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4 各フェーズの概要 

4-B デジタル化

Outline and Digitization
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4-B-00-01　デジタル化 ＞ プロセス

デジタル化の過程  ( 図８)

対象資料 入力機器

資料の形態あるいは表現されている部分のデジタル化は通常以下のようプロセスで行われます。

デジタル化

スキャナ

デジタルカメラ

分光放射輝度計、
分光測色計、色彩計

形状計測装置、
3D スキャナ

キーボード

デジタルオーディオ
レコーダ

デジタルビデオカメラ
モーションキャプチャ

B-03-08

B-03-04

B-03-03

B-03-05

B-03-06

B-03-09

B-03-07

無形文化財など

ポジフィルム
ネガフィルム

平面資料
( 絵画、図書、図面等 )

立体資料
( 彫刻、工芸、建造物等 )

平面資料
（文書等）

音声資料

CB-01-02

これまでの
資産の活用

ライティング カラーマネージメント
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コンテンツタイプ ハンドブックの重点項目

実写動画、動画
・データ形式

・ドキュメンテーション形式

・カラーマネージメント

・メタデータ形式

・画像評価

・データ管理

・バックアップ方式

・公開方式

各フェーズで作成されるプロファイ
ルの中で必要な情報は、最終段階で
メタデータに格納されます。

モーションデータ

静止画

特殊情報（分光反射率特性、
三刺激値、不可視情報）

3DCG、VR

テキスト

音 声

コンテンツ化
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主なデータフォーマット ( 表 １２)

各資料をどのようなデジタルデータで保存・公開するかを確認します。各データには次のような標準的な形式があります。

名  称

TIFF

JPEG DCT 
Compression 
Encoding, Extensions

GIF Graphics
Interchange Format, 
Version 89a

PDF/A-1

MPEG-２

MPEG-４

MPEG-７

WAVE

XML ( Extensible
Markup Language)

1 枚の画像データを、解像度や色数、符号化方式の異なるいろいろな形式
で一つのファイルにまとめて格納できる点に特徴がある。比較的アプリケー
ションソフトに依存しないため汎用的な画像形式として用いられている。

静止画像データの圧縮方式の一つ。圧縮の際に、若干の画質劣化を許容す
る方式と、まったく劣化のない方式を選ぶことができる。写真などの自然
画の圧縮には効果的だが、コンピュータグラフィックスには向かない。

GIF という名称で知られている、ウェブで一般的に用いられているビット
マップイメージの形式。一つのファイルに複数の画像イメージとコント
ロールデータを含む短いアニメーションを作ることもできる。
256 色までの画像しか扱えないため、保存用には適していない。

PDF 文書を長期にわたり保存するための電子文書フォーマット標準。

映 像 圧 縮 形 式 の１つ で、JPEGと同 じDCT圧 縮 を 基 本 と す る 形 式。
352x240 の解像度を基本とする
MPEG-1よりも高解像度であり、DVD、BSデジタル放送、地上デジタル放
送などで利用されている。
次に提案された MPEG-３方式は最終的に MPEG-２形式に吸収された。映
像の圧縮はフォーマットの他にデータをエンコード（符号化）とデコード（復
号）をする際にどのようなコーデック技術を用いるかに留意する必要があ
る。

MP4 は Apple 社のメディア技術 QuickTime のファイル形式を元に策定
された動画フォーマット。本フォーマットでは、MPEG-４形式の動画だけ
でなくMPEG-２やMPEG-１の動画を保存や、AACやMP3 などの音声ファ
イル、JPEG や PNG などの静止画なども多重化して保存することが可能
である。携帯電話における動画配信など、低ビットレートの動画圧縮の規
格。映像の圧縮はフォーマットの他にデータをエンコード（符号化）とデ
コード（復号）をする際にどのようなコーデック技術を用いるかに留意す
る必要がある。

デジタルコンテンツの検索の際に直接の検索対象となるメタデータを表現
するための規格。メタデータ自体は XML で表現されるがバイナリフォー
マットも規定されている。

マイクロソフトと IBM により開発されたサウンドデータ記述のための
フォーマット。WAV もしくは WAVE と呼ばれる。

Extensible Markup Language (XML) は SGML (ISO 8879) より派
生した、とてもシンプルで、非常に融通のきくテキストフォーマット。一
般的には文書の構造やクラスを反映した、例えば章立てのある本、 ユーザー
マニュアル、包括的で系統だったテキストに加えてメタデータが記された
ニュース放送や記事などに用いられる。

カテゴリー

静止画

静止画

静止画

文書

動画

動画

メタデータ

音声

文書

概  要

4-B-00-02　デジタル化 ＞ フォーマット
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主なデータフォーマット ( 表 １３)

名  称

BVH

FBX

PVS

Scalable Vector 
Graphics (SVG), 
Version 1.1

OBJ

VRML

X3D

BioVision 社の提唱するモーションファイルフォーマットで、形状データも持てる。
テキスト形式で記述。座標系は右手系で、XYZ 各軸の扱い（どの軸が鉛直方向に対
応するか等）は任意。関節ノードに関する情報を記述。関節回転はオイラー角形式
で記述。回転角度の単位は Degree。キャラクタのスケルトン階層構造を記述する
HIERARCHY 部と動作データを記述する MOTION 部の 2 つから構成。 

ポリゴン、モーションキー、シェイプ（モーフィング）、マテリアル、テクスチャ、ライト、
カメラ、階層情報、ＩＫ、エンベロープ等のデータ情報を扱う事ができる。

PV STUDIO（モーションキャプチャーシステム）のモーションファイル。 
PV STUDIO では大掛かりなスタジオを必要とせずビデオカメラで撮影された映像か
らモーションキャプチャーが可能。

SVG は XML における２D 画像を記述する言語。SVG はベクター画像形式 ( 直線や
カーブから成り立つパス）、イメージやテキストという、三種類のグラフィックオブ
ジェクト形式が可能。SVG はアニメーションに利用することもできる。

頂点座標値データ、頂点法線ベクトルデータ、テクスチャ座標値データ、凸多角形面
データなどが記録されるフォーマット。テクスチャデータ、マテリアルデータ（mtl：
色情報などが記述されている）の記録にも対応している。

Sony とシリコングラフィックス社が共同開発した三次元情報を記述するためのファ
イルフォーマット。www 上で利用されることを前提に設計された。

The Digital Formats Web site > Format Descriptions
http://www.digitalpreservation.gov/formats/fdd/descriptions.shtml
2009-10 年版 [ 最新 ] パソコン・IT 用語事典 、堀本 勝久　大島 邦夫、 技術評論社、2008

VRML の後継。XML をベースとした三次元情報記述のためのフォーマット。

カテゴリー

三次元

三次元

三次元

三次元

三次元

三次元

三次元

概  要

参
考
サ
イ
ト
・

文
献
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4-B-01,02,03　デジタル化 ＞ 資料のデジタル化

デジタル化に関する作業については以下のような情報について記録を行うことが推奨されます。

・本項では、作業事項や実施日にいて記録をしておく必要があります。（→詳しくは詳細版へ）

・本項では、作業事項や実施日について記録をしておく必要があります。（→詳しくは詳細版へ）

・本項では、作業事項や実施日にいて記録をしておく必要があります。（→詳しくは詳細版へ）

・デジタルデータ作製時の光源の種類や向き、配置あるいは周囲の音環境等は、できあがったデータを読み解く上で重要な

　情報です。

・状況記録写真

　デジタルデータ作成時の環境のセッティング状況、その場の現況を写真などで記録します。（→ B2）

①作業事項情報

②関係・担当者情報

①作業事項情報

B-01-01：作業事項に関する情報

B-02-01：関係・担当者に関する情報

B-01-02：作業撮影環境情報の取得
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4-B-01,02,03　デジタル化 ＞ 資料のデジタル化

・文化資源を対象にデジタル化したデータを指定します。

・本ハンドブックでは対象とするデータは、文化資源をデジタル化したデータとともに、現在作成している

　メタデータも対象となります。同じ要領でメタデータの記録も行う必要があります。

・デジタル化によってデジタルデータを作成する場合には、次のような情報を共通に記録します。

・これらは、デジタル化の方法にどのようなやり方をとるかによらず、すべてのレコードに共通に記録する

　項目です。

③デジタルデータ情報

B-03-01：デジタルデータ共通情報の取得

③デジタルデータ情報

B-03-02：入力機器共通情報の取得

・デジタル化に使う入力機器については、「入力機器ーメーカー、名称と型番」「入力機器ータイプ」などについての情

　報を格納します。（→詳しくは詳細版へ）

・デジタル化に際してデジタルカメラを使用する場合には、「入力付属機器」「入力設定」のような情報を記録します。

③デジタルデータ情報

B-03-03：静止画情報の取得　デジタルカメラ

推奨フォーマット
画像　 ：TIFF　形式
画素数：300dpi 以上
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4-B-03　デジタル化 ＞ 資料のデジタル化

主な画像用メタデータ規格 ( 表 １４)

B-03-03：デジタルカメラ画像の技術仕様に関するメタデータ形式

　近年のデジタルカメラの普及によって、デジタルカメラで撮影された画像や、それらで撮影された画像にメ

タデータを付与するアプリケーションが増えています。これらに対応したメタデータ規格として以下のような

ものをあげることができます。これらの情報から効率的に情報を取得することが推奨されます。

Ｍｅｔａｄａｔａ　Ｗｏｒｋｉｎｇ
Ｇｒｏｕｐ

Exif

IPTC Core

TIFF/EP

NISO MIX（NISO 
Metadata for 
Images in XML )

XMP

http://www.
metadataworkinggroup.
org/

http://www.exif.org/

http://www.iptc.org/site/
Photo_Metadata/

http://www.iso.org/iso/
iso_catalogue/catalogue_
tc/catalogue_detail.
htm?csnumber=29377

http://www.loc.gov/
standards/mix/

http://www.adobe.com/
products/xmp/index.html

2006 年にアドビシステムズ、アップル、キヤノン、マ
イクロソフト、ノキアの 5 社で発足し、2008 年にソニー
が参加したデジタルカメラなどの画像に付与されるメタ
データの規格を相互的に運用するための規格案。Exif, 
IPTC,XMP の連携を想定するほか、独自のタグなども策
定している。

Exchangeable image file format の略。日本企業など
が中心となり開発し、旧日本電子工業振興協会（JEIDA）
が規格化したフォーマット。デジタルカメラ用のメタデー
タ。主に撮影やデジタルデータの仕様などに関する情報
が画像に格納されている。

国際的な報道機関の連合団体である、“Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
Press Telecommunications Council（ IPTC ）”が提
唱する、撮影写真用のメタデータ。技術的な仕様情報よ
りも撮影者や撮影地に関する情報記録が主な項目となっ
ている。

Exif などを基本に ISO に採用された国際規格のメタデー
タ標準（ISO 12234）。現状では主にプロ用デジカメの
無圧縮モードで採用されている。

NISO（National Information Standards 
Organization）が規定した主に画像の技術・仕様情報を
記述するためのメタデータを記述するための XML スキー
マ。メタデータの METS の中で、画像の詳細な技術・仕
様情報を記述するときに、併用して使用されるスキーマ。

Extensible Metadata Platform の略。Adobe 社が複
数のアプリケーションでメタデータを作成し、交換する
ために策定したフォーマット。XMP はデータ・モデリ
ングに Resource Description Framework（RDF）技
術を使用している。

名  称 概  要 URL
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③デジタルデータ情報

4-B-03　デジタル化 ＞ 資料のデジタル化

B-03-04： 静止画情報の取得　スキャナー

推奨フォーマット
画像　 ：TIFF　形式
解像度：300dpi 以上

・デジタル化に際してスキャナーを使用する場合には、「入力設定」や「倍率」のような情報を記録します。

　（→詳しくは詳細版へ）

③デジタルデータ情報

B-03-05：特殊撮影情報の取得

・デジタル化に際して、特殊撮影機器を使用する場合には、次のような情報を記録します。

・撮影時の環境条件の記録も合わせて重要です。（B-01-02）

文化資源の特殊撮影には次のような方法があります。

・顕微鏡：資料の表面からわかる制作技術、材料、劣化状態等を、肉眼の数十倍程度から

　のマクロ領域で観察、記録できる。可視光、X 線、レーザー、電子線等を使う。

・蛍光撮影：X 線や紫外線の照射による有機色料等への反応を記録することで、可視でき

　ない文字や図像の情報を記録できる。

・赤外線撮影：例えば絵画や木簡のように、肉眼では見えづらい墨の下絵や文字などの情

　報を記録できる。

・CT 撮影：X 線や超音波での断層画像の撮影によって、素材が金属や木材の資料の表か

　らは可視できない部分（接着している接着面、立体の内部等）の情報が記録できる。

・上空撮影：気球、航空機、人工衛星等によって、サーモグラフィーや赤外線撮影、分光

　撮影、電磁波観測等によって、遺跡・遺構の存在、形状等を記録できる。
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4-B-03　デジタル化 ＞ 資料のデジタル化

③デジタルデータ情報

B-03-06：形状情報の取得（３D スキャナ、３D 制作）

・形状情報の取得手法は対象物の状態、周囲環境の条件などにより適切なものを選ぶ必要があります。代表的

　なデジタル化手法について以下に簡単に記します。

・大まかには「接触式」と「非接触式」に大別できます。接触式は全体をなぞる必要があるので計測時間がか

　かります。また、表面に傷がつく可能性があり、文化財などへの使用には推奨できません。非接触式では、　

　ステレオ法は比較的精度が低く、光レーダ法、三角測量法は比較的高精度にデータを取得することができます。

　（対象物、計測距離による。）

・デジタル化に際して、三次元情報を取得する場合には、「入力方法」や「頂点数」のような情報を記録します。

　（→詳しくは詳細版へ）

推奨フォーマット

3D：OBJ 形式

備考 ： 3D 情報の取り扱いには以下のような点に留意が必要です

・ 3D 計測／形状計測はその目的、対象物により、計測に適する機材、手法が異なります。そのため

　デファクトスタンダードとなる機材 ･ 手法は無く、またデータ形式についても同様です。

・ デジタルヘリテージの構築のためには、計測して得られた情報を減らすことなく保存しておくこと

　が望ましく、従って、各計測機の Raw データでの保存が推奨されます。（位置合わせ処理後のデー

　タがよい。）

・ また、将来的にデータ処理精度の向上が期待できるので、処理前のデータを保存しておくことも推

　奨されます。

・ 各機器の Raw データはそれを扱えるソフトが限定されるので、Raw データに加え、 例えば情報の

　欠落が比較的少ない X3D 形式 (ISO/IEC 19775-1) か VRML 形式 (ISO/　IEC 14772-1)、あ

　るいは OBJ 形式での保存が考えられます。（マテリアルデータを使用するには OBJ ファイルの中

　でマテリアルデータを参照する。）
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4-B-03　デジタル化 ＞ 資料のデジタル化

・デジタル化に際して、音声情報を取得する場合には、「チャンネル数」や「ビットレート」のような情報を

　記録することが推奨されます。（→詳しくは詳細版へ）

・テキスト化に際して、文字情報を取得する場合には、「使用言語」「文字コード」などに関する情報を記録します。

・デジタル化に際して、動画情報を取得する場合には、「フレームレート」や「ビットレート」などのような

　情報を記録することが推奨されます。（→詳しくは詳細版へ）

・撮影時の環境条件の記録も合わせて重要です。（B- 01-02）

③デジタルデータ情報

B-03-07: 音声情報の取得

③デジタルデータ情報

B-03-08: 動画情報の取得

③デジタルデータ情報

B-03-09：テキスト情報の取得

入力

推奨フォーマット

テキスト：TXT 形式、XML 形式　（B-00-02）

・資料そのものに記述されているテキストの書き起こしをおこない、電子データとして保存します。

・OCR（光学文字認識）によってスキャニングで得られたデータをテキストファイルで保存する方法や、

　人がキーボードで入力する方法があります。
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4-B-04　デジタル化 ＞ 権利情報の確認

④権利情報

B-04-01：権利情報の確認

・権利情報については、「権利の根拠」や「著作権情報」「ライセンス情報」などについて記録を残すことが

　推奨されます。（→詳しくは詳細版へ）

・撮影の様子の状況を写真で撮影しておくと、有用な記録となります。撮影については、「作業事項の実施日」

　「関係・担当者名」「デジタルデータ ID] などについての記録を残すことが推奨されます。

①作業事項情報 ②関係・担当者情報 ③デジタルデータ情報

B2：撮影状況写真の撮影
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4 各フェーズの概要 
4-C カラーマネージメント 

Color Management 
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4-C-00　カラーマネージメント

C-00：カラーマネージメント情報の取得

・カラーマネージメントとは、各入出力機の固有信号と CIEXYZ などの色を表す値（以下表色値とする）と 

　の対応を予め記述した「デバイスプロファイル」を用いて、デジタルデータの色を伝達する仕組みです。

・デバイスプロファイルは、IT8 などの入力ターゲットや出力ターゲットをそれぞれ入力 ( あるいは出力 ) し、

　その測色値と入力（あるいは出力）信号値との対応からプロファイルメーカーソフトによって作成されます。

・プロファイルのフォーマットは ICC（INTERNATIONAL COLOR CONSORTIUM ）準拠のものを推奨し

　ます。カラーチャートにはカラーマネージメントに適切な色票によって構成されている X-Rite（旧マクベス）

　社のカラーチャートの使用が推奨されます。

カラーマネージメントの全体（図１０）

入力

デジタルカメラ

モニター 印刷機 プリンター

スキャナー

出力

入力デバイス信号値

RGB/CMYK

出力デバイス信号値

RGB/CMYK

標準色空間

XYZ　　L*a*b*

色変換色変換

入力デバイスの信号値による

画像データを標準色空間の値

に変換し、出力デバイスに送る。

出力デバイスでデータを受け

取る際、そのデバイスの信号

値に変換して画像を再現する。

色
変
換
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4-C-01,02,03　カラーマネージメント

C-01-01：カラーマネージメント情報

C-03-01：カラーマネージメント情報

C-02-01：カラーマネージメント情報

①作業事項情報

③デジタルデータ情報

②関係・担当者情報

・本項では、作業事項や実施日について記録をしておく必要があります。（→詳しくは詳細版へ）

・本項では、作業の関係・担当者などについて記録をしておく必要があります。（→詳しくは詳細版へ）

・本項においては、カラープロファイルのファイル名や評価結果などについて記録をしていく必要があります。

　 （→詳しくは詳細版へ）
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4 各フェーズの概要

4-D 評価

Evaluation
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4-D-00　評価 ＞ プロセス

デジタル化された資料は主に以下のようなプロセスで評価を行います。

ここでは、主に視覚に基づく評価を扱い、聴覚に基づく評価については含まれていません。

（カラーマネージメント）

01：機器に関する評価（作業事項）

参考

02：主観評価 : 目視評価 ( 作業事項）

反射物と
ディスプレイ

評価環境・方法
の設定・記録

客観評価
（計測評価）

複数の
ディスプレイ

評価環境・方法
の設定・記録

ディスプレイ

評価の実施評価の実施評価の実施

計測条件の記録

計測方法の記録

評価結果の記録

評価環境・方法
の設定・記録

記録化

記録化
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4-D-00　評価 ＞ 機器に関する評価

D-00-01：機器に関する評価

・機器に関する評価は、データの評価に用いる入出力機器が正常に画像もしくは音を入力／再現することが可能か

　テストします。テストには単独あるいは複数の機器で標準的な画像や映像、音を入力／出力し、単独で、あるいは

　相互に比較してチェックを行います。

・ 評価用標準画像・映像規格

　　・ 評価画像

　　　・ SCID 画像

　　　　　ー CMYK/SCID	 (ISO 12640-1)

　　　　　ー XYZ/SCID	 (ISO 12640-2)

　　　　　ー CIELAB/SCID	(ISO 12640-3)

　　　　　ー AdobeRGB/SCID   (ISO/DIS 12640-4)

　　・ 評価映像

　　　・ デジタルシネマの標準映像 CoSME

　　・ 評価音声

　　　・ デジタルシネマの標準映像 CoSME

ISO 12640-1:1997, Graphic technology - Prepress digital data exchange
 - Part 1: CMYK standard colour image data (CMYK/SCID)

ISO 12640-2:2004, Graphic technology - Prepress digital data exchange
 - Part 2: XYZ/sRGB encoded standard colour image data (XYZ/SCID) 

ISO 12640-3:2007, Graphic technology - Prepress digital data exchange
 - Part 3: CIELAB standard colour image data (CIELAB/SCID) 

問い合わせ　　
画像電子学会　　　
東京都港区港区芝大門 1-10-1 全国たばこビル 6F
　Tel: 03-5403-7571，Fax: 03-5403-7572，
　E-Mail: hyoujun@iieej.org

問い合わせ　
財団法人デジタルコンテンツ協会
　Tel: 03-3512-3903

参
考
規
格



46

Handbook for Digitizing Cultural Resources

4-D-00　評価 ＞ 主観評価の実施

D-00-02：主観評価の実施

・ 主観評価は、反射物（印刷物や手書きの原稿、印画紙に現像した写真など、光を透過しないメディア）とディプレイ、

　複数のディスプレイなどを、以下にある規格に基づいて比較評価します。

1：印刷物、印刷原稿（ポジフィルム、ネガフィルムなど）の評価

3：ディスプレイと印刷物の比較評価

2：ディスプレイの評価

・ISO 3664, Graphic technology and photography—Viewing 　　

　conditions

・日本印刷学会推奨規格「透過原稿、反射原稿及び印刷物の観察方法」　　

　（JSPST-1998 改正）

　（参考・JIS Z 8723 表面色の比較方法）

	

・ISO 12646, Graphic technology — Displays for colour proofing 

　— Characteristics and viewing conditions

・日本印刷学会推奨規格「製版 ･ 印刷分野における反射物とディスプレイ

　の色評価を伴う作業時の観察条件」（JSPST-2008）

・sRGB 観察条件：IEC 61966-2-1 ed1.0, Multimedia systems 　

　and equipment - Colour measurement and management - Part 

　2-1: Colour management - Default RGB colour space - sRGB  

・ Rec.ITU-R BT.500, Methodology for the subjective assessment 

　of the quality of television pictures 

・Rec.ITU-R BT.710, Subjective assessment for image quality In 

　high-definition television 

・Rec.ITU-R BT.1129, Subjective assessmentl of standard 　　

　definition digital television (SDTV) systems
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4-D-00,01　評価 ＞ 評価の実施と情報の取得

D-00-03：主観評価の実施　評価項目

・ 画像の評価は例えば以下のような観点から評価を行います。

・ デジタル化の際の評価情報については、「作業事項の実施日」「評価環境」「評価を実施した環境についての情報。」

　「評価方法・解析方法」「評価結果」などについての記録を残します。（→詳しくは詳細版へ）

D-01-01：評価情報の取得

D-01-02：評価者の情報

　・色調

　・諧調

　・解像度

　・形状

　・ノイズ

　・鮮鋭度

①作業事項情報

②関係・担当者情報

・本項では、作業の関係・担当者などについて記録をしておく必要があります。（→詳しくは詳細版へ）
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4-D-00,01　評価 ＞ 客観評価

1: 色の特性を計測する機器には例えば以下のメーカーのものがあります。

　・ 主な計測器 ( 分光放射輝度計などの例 )

　　　・ 非接触型

　　　　　・  コニカミノルタ

　　　　　　 ー http://konicaminolta.jp/instruments/products/display/

　　　　　・  トプコン

　　　　　　 ー http://www.topcon-techno.co.jp/products/bright.html

　　　　　・  コニカミノルタ

　　　・ 接触型（分光反射率計測器など）

　　　　　・  X-Rite（i1 シリーズ等）

2: 客観評価では、以下のような項目のスコアから評価を行います。

　・ 主な計測器 ( 分光放射輝度計などの例 )

　　　・ 色差（⊿ E*ab, ⊿ E00 など）

　　　・ 表色値 (CIEXYZ, CIELAB, など）

　　　・ 分光特性

参
考
　
客
観
評
価
の
実
施
（
色
）

:
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4 各フェーズの概要

4-E マスタリングと保存・管理

Mastering and Data Management
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4-E-00　マスタリングと保存・管理 ＞ プロセス

・ データのマスタリングと保存管理は主に以下のようなプロセスに基づいて行います。

JIS Z 6017  電子化文書の長期保存方法
ISO 15801  文書管理－電子的に保存された情報－信頼度及び信頼性の推奨事項
ISO 18492  電子文書情報の長期保存
ISO 9000 シリーズ　品質マネジメント
ISO 14000 シリーズ　環境マネージメント

01：作業事項・日時の決定（作業事項）
（マスタリング/ 保存 / バックアップ）

記録化
（自動化推奨）

02：関係・担当者の決定（関係・担当者）
（マスタリング/ 保存 / バックアップ）

03：保存メディアの決定（デジタルデータ）

04：権利関係の確認・処理（権利）

記録化
（自動化推奨）

記録化
（自動化推奨）

記録化

参
考
規
格

05：将来必要に応じてメディア変換、
　　 フォーマット変換等

記録化
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4-D-00,01　評価 ＞ 評価の実施と情報の取得

・データ管理に関する作業については以下のような情報について記録を行うことが推奨されます。

・ マスタリングと保存・管理については、マスタリング作業に関する情報や「作業事項 ID」「作業事項タイプ」

　「作業事項の実施日」などのような情報を記録します。（→詳しくは詳細版へ）

・ マスタリングや保存・管理を行う管理責任者を決めます。また管理されるデータに対して別途権利所有者

　がいる場合は記述します。そのため「データ保存 / バックアップ責任者」「データの権利保持者」「データ

　の権利管理者」などの関係・担当者を登録します。（→詳しくは詳細版へ）

・ 保存を対象とするデータに関する事項を決定し、マスタリング作業に関する情報や「データの名称」「フォー

　マット」についての記録を残す必要があります。

E-01-01：作業事項情報の決定

E-02-01：関係・担当者情報

①作業事項情報

②関係・担当者情報

E-03-01：マスタリングと保存データの決定

③デジタルデータ情報



52

Handbook for Digitizing Cultural Resources

・ マスターデータは半永久的に保存する必要がありますので、その保存環境について記述します。保存環境として以下のよ

　うな代表的な保存メディアの形式から選択します。

・ 「保存するデータの大きさ（容量）」、「メディアの信頼性（安定性）」、「書き込み速度」、「デバイスおよびメディアのコスト」、

　および組織内での中・長期的な IT 環境整備計画、保存作業業務の位置づけ（人員、時間）等を考慮して決定します。

E-03-02：マスタリングと保存データの決定

□ ストレージメディア製品名

□ ストレージメディアバージョン　他

③デジタルデータ情報

4-E-03　マスタリングと保存・管理 ＞ データ管理メディア

主な保存環境一覧（表 １６）

項 目 内 容

ハードディスク 一度に大容量のデータを扱うことが可能であるが、定期的な動作チェックを必要とする。
また書き込みが容易であるため、ウィルスなどの侵入などに注意が必要。

Blu-ray 容量は多いが、メディア、読み取り、書き込み機器とも高価。永続性の点でもまだ実績が十分と
は言えない。

CD メディア、読み取り、書き込み機器とも安価だが、DVD と比較して容量が少なく、メディアの
永続性の点で注意が必要。書き込み方式については CD-R、CD-RW など複数の規格が存在する。

テープ （DAT など） 保存メディアとして、長い実績がある。速度がディスクと比較して低速であり、テープデバイス
が高価。

その他
初歩的な簡易なものとして、USB メモリ、フラッシュメモリなどのリムーバブルメディアが挙
げられる。しかし長期保存に安定的なメディアとは言えないので優先度は低い。

DVD
メディア、読み取り、書き込み機器とも安価だが、大容量のデータを扱う場合は、HDD と比較
して複数枚に分割する必要が生じるなど手間がかかる。またメディアの永続性の点で注意が必要。
書き込み方式については DVD-R、DVD-RW など複数の規格が存在する。
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4-D-00,01　評価 ＞ 客観評価

CD・DVD などの保存メディアは以下の点に注意して保管します。

・  保管する温度は 10-25℃、湿度 20-60%RH に保つことが推奨されます。（色素の滲みや反射層の錆から守るためです。）

・  急激な温度変化をさける必要があります。（張り合わせてある樹脂の剥がれを防ぐためです。）

・  専用プラスチックケース、またはスピンドルに入れて暗い場所に保管します。（色素の紫外線などによる劣化、樹脂の劣化

　を防ぐためです。）

・  その他、取扱いでの傷や汚れの防止、CD・DVD の保管とともに、これらを再生するシステムの維持が必要となります。

　( 参考：JHK 情報保存研究会　CD、DVD の保存）　

バックアップ情報に新たな権利情報があれば以下のようなデータを作成します。

デジタル化したデータで作成した権利情報と同じであれば、既に作成した情報を継承します。

E-04-01 権利情報

□ 著作権情報

□ 権利の根拠

□ 著作権所有者

□ 権利管理者（関係・担当者に記録した名前から選択）

④権利情報

参
考
規
格•

参
考
サ
イ
ト

ISO/IEC 10995　CD-R や DVD-R などディスク寿命推定試験法
ISO/IEC 29121  Information technology - Digitally recorded media for information 
interchange and storage - Data migration method for DVD-R, DVD-RW, DVD-RAM, 
+R,and +RW disks
JIS Z 6017 電子化文書の長期保存方法

CD、DVD の保存、 JHK 情報保存研究会、 http://www.e-jhk.com/html/qa_16.html

Creator Guidelines、 InterPARES2 Project of the University of British Columbia、2009
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4 各フェーズの概要

4-F 公開・配布

Publishing and Distributing
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4-F-00　公開・配布 ＞ プロセス、方法の決定

・ 公開・配布は以下のようなプロセスで行い、それぞれについて記録を行う事が重要です。

01：公開・配布方式・日時などの決定（作業事項）

02：担当者・権利関係・担当者などの確認（関係・担当者）

03：公開・配布用データの作成・情報確認（デジタルデータ）

04：公開・配布に関する権利の確認と処理（権利）

記録化

記録化

記録化

記録化



57

Handbook for Digitizing Cultural Resources

4-F-00　公開・配布 ＞ 公開・配布に関する作業

F-00-01：公開・配布に関する作業事項

パブリッシングに際しては以下のような点を考慮してコンテンツ化の作業を行います。

・ 評価用標準画像・映像規格

　　1: 権利関係への考慮

　　　・ 概要

　　　　　・ 作成したデータを幅広く公開するためには、公開にあたっての権利関係の処理が必要です。

　　　　　・ 著作権については、データ化する対象の資料が著作権の保護対象であるかどうか、またデータ

　　　　　　化の過程で著作性の発生する工程を踏むかどうか（たとえば、雇用・契約関係や撮影方法によっ

　　　　　　ては、画像の撮影を請け負う者（個人・業者）に著作権が生じることがあります。）を検討し、

　　　　　　場合によって適切な権利処理が必要です。

　　　　　・  権利契約の際は、利用の範囲を特定し、それに見合った契約をすることが望まれます。ただし、

　　　　　　資源の有効な利用のために、利用の範囲を限定しない包括的な契約を結べることがより望まし

　　　　　　いと考えられます。

　　2: コンテンツ向けの著作権表示メタデータ及びマーク

　　　・ クリエイティブコモンズ（Creative Commons Public License）

　　　　　・ 従来の著作権保護の考え方より、より柔軟な考え方で著作物の流通を考えるクリエイティブコ

　　　　　　モンズ（Creative Commons Public License）の権利定義の方法によれば、「クレジットの

　　　　　　表示」、「ライセンス条件の継承義務の有無」、「改変の可否」、「営利目的利用の可否」の 4 つ

　　　　　　の観点でライセンスのタイプが形成されます。

　　　　　・ これらの 4 点についての最低限のプロファイル情報として記録しておくと、ケースに応じて

　　　　　　柔軟なコンテンツ利用ができる可能性が高まります。

　　　・ 自由利用マーク（文化庁）

　　　　　・ 文化庁が定めたマークで、著作物を創った人（著作者）が、自分の著作物を他人に自由に使っ

　　　　　　てもらってよいと考える場合に、その意思を表示するためのマークです。

　　　　　・  「プリントアウト・コピー・無料配布ＯＫマーク 」、 「障害者のための非営利目的利用ＯＫマーク」、

　　　　　　「学校教育のための非営利目的利用ＯＫマーク」が用意されています。

参
考
規
格•

サ
イ
ト

W3C ＞ Naming and Addressing: URIs, URLs, ...
http://www.w3.org/Addressing/

自由利用マーク（文化庁）
http://www.bunka.go.jp/jiyuriyo/panhu1.html

Creative Commons
http://www.creativecommons.jp/
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4-F-00　公開・配布 ＞ 公開・配布に関する作業事項

F-00-02：公開・配布作業事項　つづき

・ URI を与える際の留意

　　・ URI（Uniform Resource Identifier）は、あるものの場所や名前を特定するための識別子のことです。

         ある人物に対しての「電話番号」や、あるコンピュータ端末に対しての「IP アドレス」、「備品番号」等も

　　　URI にあたります。

　　・ ここでは特に、「http://~」、「file://~」の形式で、ローカルに一意のものを指す識別子として URI を使う

　　　ことを想定しています。

　　・URI はおよそ「file://[ 変更されない場所名 ]/[ 下位の場所名 ]/[ 管理 ID]or[ コンテンツ ID]」のかたちで与えます。

　　・ 他のデータに与えられる URI と重複しないこと、最初に定めた与え方のルールを保持することが重要です。

・ 電子署名・電子透かしの方法・形式

　　・ 作成したデジタルデータの真正性や完全性を証明するため、またデータの改ざんを防ぐために、データファイルに

　　　電子署名を入れる方法があります。

　　・ 日本の電子署名法では、RSA 方式または RSA-PSS 方式、ECDSA 方式、DSA 方式が指定されています。

　　・ 具体的には、認証機関を通じて「鍵」を取得・管理することで電子署名を利用・管理します。（下記参考サイト参照のこと）

　　・ また、デジタルデータの著作権管理のために、データファイルに電子透かしを入れる方法があります。

　　・ 多くの場合、デジタルデータ（画像、音声、文書等）に対しての埋め込み技術で実現されており、「画素置換法」、

　　　「周波数領域利用法（DCT 法等）」、「濃度パターン法（ディザ法等）」等が使われます。

　　・ 具体的には専用のアプリケーションでデジタルデータに加工をします。

・ デジタルデータソースとコンテンツ単位

　　・ パブリッシングデータは、ソースとなるデジタルデータを公開用に編集・加工したものを指します。

      　例えば、オンライン検索用に公開サーバに登録する目的で、サイズを調整し、トリミングをしたデータ等です。

　　・ コンテンツは、ソースとなるデジタルデータやパブリッシングデータを編集・編纂し、ある形態に

　　　パッケージ化されたものを指します。例えば、印刷物や CD 等のポータブルメディア、ひとつの URL の元に

　　　見られるウェブコンテンツ等です。

　　・ （E）のフェーズで扱うコンテンツの単位は、上記のパブリッシングデータやコンテンツの「ひとつ」と数えられる

　　　ものを 1 単位として考え、この「ひとつ」に対して 1ID を与えます。

　　・ これらの「ひとつ」のコンテンツの中には、複数のソースとなるデジタルデータ（マスターデータ）や

　　　パブリッシングデータが含まれます。

参
考
規
格•

サ
イ
ト

財団法人日本情報処理開発協会 電子署名・認証センター
http://www.jipdec.or.jp/esac/



59

Handbook for Digitizing Cultural Resources

4-F-00　公開・配布 ＞ 公開に関する作業事項

F-00-03：公開・配布方式の決定

・ 公開・配布を行うには以下のような方式が想定されます。形態と用途の二点についてその方法を決定し、パブリッシングを行います。

1：形態

　　　・ インターネット公開

　　　・ スタンドアローン端末

　　　　　ー 情報検索・表示

　　　・ 各種メディア

　　　　　ー Blu-ray

　　　　　ー DVD-ROM

　　　　　ー CD-ROM

2：用途

　　　・ 来館者

　　　・ 学術・研究

　　　・ 教育・人材育成

　　　・ 商用利用

　　　・ 観光利用

　　　・ シアター形式

　　　　　ー 静止画

　　　　　ー ムービー

　　　　　ー インタラクティブ VR（バーチャルリアリティ）

　　　・ 印刷物等への利用

　　　　　ー 図録

　　　　　ー 書籍

　　　　　ー ポスター

　　　　　ー グッズ等

・ 保存データの公開・配布についての「作業項目」情報としては、「作業事項 ID」「作業事項タイプ」「作業事項の実施日」

　「リリース形態」などについての情報を記録することが推奨されます。（→詳しくは詳細版へ）

F-01-01：公開・配布基本情報

① 作業事項情報

・ 保存データの公開・配布用への対応については以下のような情報を記録することが推奨されます。

・ 公開・配布に関する責任者や、権利所有者がいる場合は記述します。想定される関係・担当者は「公開に関する

　責任者」「公開されるデータの権利保持者」「公開されるデータの権利管理者」などが考えらます。（→詳しくは

　詳細版へ）

F-02-01：担当者・権利者などの確認

②関係・担当者情報



60

Handbook for Digitizing Cultural Resources

4-F-01,02　公開・配布 ＞ 公開に関する作業事項

・ データの編集・加工やその履歴、また公開・配布に関して「データ名称」「データ構成」「データタイプ」、「関連デー

　タ」「作成アプリケーション」「ハードウェア情報（可読環境）」「ソフトウェア情報（可読環境）」「アクセスへの許諾」

　「公開開始日・終了日」「電子署名情報」などについての情報を記録することが推奨されます。（→詳しくは詳細版へ）

・ 公開・配布に関する責任者や、権利所有者がいる場合は記述します。想定される関係・担当者は「公開・配布に関する

　責任者」「公開・配布されるデータの権利保持者」「公開・配布されるデータの権利管理者」などが考えられます。

　（→詳しくは詳細版へ）

F-03-01：公開・配布情報の記録

F-04-01: 権利関係情報

③デジタルデータ情報

④権利情報
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4 各フェーズの概要

4-G メタデータの構成

Construction of Metadata
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4-G-01　メタデータの構成 ＞ メタデータの構成の概要

G-01 ：メタデータの構成の概要

4-A：資料内容に関する情報（目録情報・メタデータ）

・本ハンドブックでは、各フェーズにおいて作成される個別にデータ管理をしていくことを想定しています。

・評価では評価事項のみを記録し、評価対象へのデータへのリンクを結びます。

・実際のデータ保存環境は統合された環境でも、フェーズごとに別れていても対応できるようになっています。

・データ入力から、「カラーマネージメント」、「評価」、「マスタリング」、「公開・配布用データ作成」と、データが加工 

　されても、それらの継承関係を記録しておくことが推奨されます。

・デジタル化やデジタルデータに関するプロファイルと「4-A: 資料内容に関する情報」とを連携させる必要があります。

重複担当者有

重複担当者有

データ管理と

メタデータ構成

データ管理と

メタデータ構成

データ管理と

メタデータ構成

データ管理と

メタデータ構成

②
関
係
・
担
当
者

①
作
業
事
項

③
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

④
権
利

デジタル化

データ

プロファイル

権利関係

プロファイル

権利関係

プロファイル

権利関係

プロファイル

権利関係

プロファイル

マスターデータ

（保存用）

プロファイル

公開・配布用

データ

プロファイルカラーマネージメント

済データ

プロファイル

B: デジタル化

　作業事項

　プロファイル

C: カラーマネージメント

　作業事項

　プロファイル

E: マスタリング

　と保存・管理

　プロファイル

F: 公開・配布

　作業事項

プロファイル 

D: 評価

　作業事項

　プロファイル

関係・担当者

プロファイル

関係・担当者

プロファイル

関係・担当者

プロファイル

関係・担当者

プロファイル

関係・担当者

プロファイル

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

プロジェクトによって同一の場合あり
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4-A：資料内容に関する情報（目録情報・メタデータ）

4-G-01　メタデータの構成 ＞ メタデータの構成の概要

・ハンドブックで記録した項目を標準的なスキーマに基づき、XML 形式で出力する場合は主要項目に関しては

　PREMIS や METS などの形式で出力することも考えられます。

・特に親和性の高い PREMIS との関係は本ガイドライン「５. プロファイル情報の一覧」に示されています。

　PREMIS を XML 形式で記述する場合は、後述する表の URL に対応する XML 用のタグの情報が一覧として    

　表示されています。

・PREMIS や METS では対応していないタグをより細かく記述する場合は、「５. プロファイル情報の一覧」に

　表示されている Exif 形式や MIX（B-03-04 参照）などその他のメタデータの規格と METS や PREMIS を

　組み合わせて記述ことが可能です。

・デジタルデータに関するプロファイルと資料の内容に関する情報である「4-A：資料内容に関する情報（目録

　情報・メタデータ）」を結びつけることは PREMIS と METS の両方で可能です。

・PREMIS や METS を生成するアプリケーションは、PREMIS のサイトで紹介されていますので、それらも

　参照してください。

・デジタルデータの保存用メタデータに関する規格やその使用に関する案内は以下のサイトに掲載されていま

　す。デジタルデータの記録用メタデータの作成については最終目的を確認した上で、これらを参照としなが

　ら策定することが望まれます。

・本ハンドブックは、これらの中で主に大枠において PREMIS に対応するように設計されています。また本ハ

　ンドブックで示した概要は一つの方法論ですが、これらを参考に情報内容や目的に応じて国際標準的な規格に

　適応していくことが推奨されます。

PREMIS

Using PREMIS with METS 

METS Schema 1.9 Documentation

METS 

W3C  Extensible Markup Language (XML)

W3C  XML Schema Datatypes in RDF and OWL

Dublin Core

PREMIS Schema 

http://www.loc.gov/standards/premis/

http://www.loc.gov/standards/premis/premis-mets.html

http://www.loc.gov/standards/mets/

http://www.loc.gov/standards/mets/docs/mets.v1-9.html

http://www.loc.gov/standards/premis/premis-mets.html

http://www.loc.gov/standards/premis/premis-mets.html

http://dublincore.org/schemas/xmls/

http://www.loc.gov/standards/premis/schemas.html

PREMIS と METS、Dublin Core などの各スキーマ設計に関する情報参照先（表 １７）

G-01 ：メタデータの構成の概要
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4 各フェーズの概要

4-H ＆ I 学術研究利用＋ 一般利用

Utilization Of Academic Research and Public Use



66

Handbook for Digitizing Cultural Resources

4-H&I　学術研究利用＋一般利用

H：学術研究利用

I：一般利用

・ 標準的な要件に沿ってデジタル化された文化資源は、参照性を保持し、出所説明も明らかにできるところから、　

　厳密な検証が必要とされる用途にも用いることができます。

・たとえば、歴史的建物の一部に欠損が生じたとき、デジタルデータを基にデータに記録された欠損以前の姿に修復

　できる可能性があります。このときデータのプロファイル情報が適切で正確であれば、より厳密な復元が望めます。

・研究活動によって生み出されたデジタルデータが保存環境に蓄積されることで、成果の公表や共有化が進むことも

　想定できます。

・標準的な要件に沿ってデジタル化された文化資源は、一般利用の用途にも十分な品質をもって応えることができます。

・蓄積されたコンテンツは、教育活動にも有効に利用されます。

・デジタルデータが確かな真正性を保持することは、公共財としての文化資源を社会に顕在化させるなかで、文化の質を

   社会的に維持することにもつながります。
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5 参考文献

Reference
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5-01　参考文献・規格
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・音・音場のディジタル処理 ,  山﨑芳男編著 , コロナ社, 2002

・貴重書デジタルアーカイブの実践技法 ―HUMI プロジェクトの実例に学ぶ , 樫村 雅章 , 慶應義塾大学出版会 , 2010

・デジタルアーカイブ 基点・手法・課題 , 笠羽 晴夫 , 水曜社 , 2010 

・3 次元デジタルアーカイブ , 池内 克史  大石 岳史 , 東京大学出版会 , 2010 

・デジタルコンテンツ白書 , 財団法人デジタルコンテンツ協会 , 財団法人デジタルコンテンツ協会 , 2010 

・映像情報メディア工学大事典 , 社団法人映像情報メディア学会 , オーム社 , 2010

・文化財アーカイブの現場 前夜と現在、そのゆくえ , 福森大二郎 , 勉誠出版 , 2010

・文化遺産のレーザー計測―考古学と建築のレーザー計測に携わるユーザーのためのアドバイスと指針―,
　English Heritage 編著 , 高瀬裕 門林理恵子翻訳監修 , http://3dblog.nict.go.jp/digitalCH/

・デジタルアーカイブ 権利と契約の手引き , デジタルアーカイブ推進協議会 (JDAA) ,  2005　http://www.dcaj.org/jdaa/public/index.html

・Metric Survey Specifications for Cultural Heritage ,  Paul Bryan ,  2009

・ISO 3664 Graphic technology and photography — Viewing conditions

・日本印刷学会推奨規格　透過原稿 , 反射原稿及び印刷物の観察方法 (JSPST-1998 改正 ) 日本印刷学会誌　第 35 巻　第 2 号　pp.56-63

・日本印刷学会推奨規格 製版 ･ 印刷分野における反射物とディスプレイの色評価を伴う作業時の観察条件（JSPST-2008）, ( 社 ) 日本印刷学会

・Rec.ITU-R BT.500Methodology for the subjective assessment of the quality of television pictures 

・Rec.ITU-R BT.710   Subjective assessment for image quality In high-definition television 

・Rec.ITU-R BT.1129   Subjective assessmentl of standard definition digital television (SDTV) systems
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・図書館・博物館・文書館の連携, 日本図書館情報学会研究委員会編 , 勉誠出版 , 2010

・デジタル文化資源の活用, NPO 知的資源イニシアティブ編 , 勉誠出版,  2011
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5-02　参考論文および報告書
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